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加熱機能つき容器をご紹介します！！
Japanese Edition

喜多産業株式会社
Text T. Kita, 05/14/MMII
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加熱機能つき容器のしくみと、基本的技術

z 加熱機能つき容器のアイデアは目新しいも
のではありません。当社が80年代に始めて
アメリカに特許申請したときに、アメリカ
特許庁から先願例として約100年前（！）の
1906年成立No.827,222（写真上）が引用さ
れてきました。アイデアは、100年前のもの
と同じです。

z 当社も複数のパテント持っていますが、加
熱機能つき容器で一番大事なポイントは、
安全確保のための細部設計と、品質管理の
ノウハウです。

z たとえば、石灰の粒度分布の均一化は安全
性確保の上で非常に重要ですが、10万缶の
加熱機能つき容器を生産し、そのすべての
缶の石灰粒度分布の保証するのは非常に高
度な技術とノウハウが必要です。

缶底のボタンを押せば、5分でお酒
などの内容物を暖めます。石灰と水
の安全な発熱反応を利用しています。
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よくお受けするご質問、、、
＜Ａｎｓｗｅｒ＞

☺ リサイクル問題？：

「燃えないゴミ」で処理されます。（ただし、仮にアルミゴミとし
てリサイクルされても、内蔵プラスチックは燃え、石灰は溶鉱
炉の安定化に働くため、問題ないことを確認しています。）

包装容器は出来るだけリサイクルされるべきですが、特殊な
目的(加熱機能）のためのアイテムであれば「燃えないゴミ」と
して処理される容器が存在してもよいと考えます。（「廃棄コ
ストや環境負荷」と「商品の有用性」とのバランス）

☺ 充填設備コスト？：

「時間1500-2000缶の充填機」や、「マニュアル缶シーマー」
をリーズナブルな価格でご提案します。

☺ 安全性？：

当社では1986年の生産開始以来生産累計4000万缶以上
を誇っており、ISO9002も取得しています。過去にはクレーム
があった時代もありましたが、現時点では業界で一番安全な
システムであると自負しています。（→資料１を参照くださ
い。）

☺ 昇温？：

初気温プラス40（+0、-5）℃に設定。寒冷地ではややぬるく
感じる場合もあるでしょうが、冬でも室内で操作されることが
多いので、安全性との兼ね合いで現状仕様を設定しています。

ただし「燗番娘」は特に安全サイドの設定をしているため、現
状より若干（2-3℃程度）昇温を良くしたものは可能です。

＜Frequently asked 
questions＞

. 容器リサイクル
の問題は？

. 充填ラインの設
備コストが高い
のではないか？

. 安全性はだいじ
ょうぶか？

. もっと熱くなら
ないか？
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資料１：安全性の裏付け：
累計4000万缶以上の実績とISO9002の取得

z 1986年の生産開始以来15年以上の経験。
燗番娘などを生産し業界シェアトップ。

z 累計生産4000万缶以上の実績と、
ISO9002取得の品質システム。

z 東洋製罐と共同の生産、品質管理体制。

z 応用製品として、デオマジック（自動
車用消臭剤）を開発するなど、新分野
にも進出。

＊写真は当社のカタログから転載
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ポジティブな点のご説明
＜Ｄｅｔａｉｌ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ＞

☺市場：

現在、そして今後とも約500万缶（清酒の他、ひれ酒も含む）
の市場があると推定しています。（→資料2・web.版では割愛）

連続した暖冬（地球温暖化）の影響もあり、また一部清酒メー
カーの撤退もあり、一時のブーム（90年代初め）のような市場
規模はないものの、固定したユーザー層があります。

☺世界動向：

→資料3を参照ください。2001年にネスレがイギリスで暖かく
なる缶コーヒーを販売、アメリカではONTRO社など複数社が開
発を推進中、イタリアでもホットココアが販売されている、など
先進国ではむしろ加熱機能つき容器が注目されつつあります。

当然ながらこれら先進各国では、リサイクルに関する考え方は
シビアですが、容器としての付加価値が認められるマーケット
に向けて開発を進めていると考えられます。

☺ 「暖かいお酒はおいしい」：

温めて飲むという清酒や焼酎の性格を考えると、加熱機能つ
き容器は非常に有用です。 ホットワインやホットトディー（Hot 
Toddy=ホットウィスキー）もヨーロッパでは昔から愛された飲み
方です。
当社では、加熱機能つき容器を特にアルコール飲料にお勧め
しています。

（ご注意） 当社は、「発熱機構を組み込んだ状態」で出荷する
ことを原則としています。したがって80℃程度までのホット
パックか常温充填の飲料に適します。（レトルト処理などをする
飲料の場合、発熱機構は後で組み込む方式を採用しなければ
なりません。）

＜Positive points＞

☺ お燗機能つき容器は
ＣＶＳやアウトドア
ユースなど、安定し
た市場規模が存在す
る。

☺ 世界を見ると、近年
加熱機能つき容器が
注目され、欧米で新
製品が販売されてい
る。

☺ 日本酒をはじめ、暖
かくして飲むアル
コール飲料には最適
の容器。
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資料3：加熱・冷却機能付き缶の技術は、
近年むしろ海外先進国で、 注目を浴びている!！

←ネスレが2001年にイギリス
で発売した加熱機能つきコー
ヒー（写真は当社の加熱機能
つき缶との比較写真。開発は
Thermotic Development社）

アメリカのONTRO社
（NSDAQ市場に上場して
いる）でも加熱機能つ
き容器を開発中 →
（同社websiteから）

イタリアで使用されている加熱・冷却容器→
（日経産業新聞2001年10月31日）

アメリカのTempratech社
は冷却機能付き缶の開発

を進行中 →
（同社websiteより）
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加熱機能つき容器を
ご検討ください！！

＜ポイント＞

z 1985年にはじめて「燗番娘」が商品化されて以来、日本酒のお
燗機能つき容器（加熱機能つき容器）は20年近く愛用されてい
るお酒の容器で、ＣＶＳやアウトドアユースで安定したマー
ケットがあります。

z 清酒、焼酎は伝統的にお燗をしてのむ飲料。ホットワインや
ホットウィスキー（Toddy)も、ヨーロッパでは昔から愛された
のみ方です。当社では、加熱機能つき容器を特に、アルコール
飲料にお勧めしています。

z 近年、先進各国でも、加熱機能つき容器が再び注目されつつあ
ります。

z 喜多産業は、加熱機能つき容器で最大シェアをもち、世界最大
の生産累計実績を自負しています。ISO9002も取得し、品質・機
能の安定した加熱機能つき容器を供給いたします。ぜひ、ご検
討ください。
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（附属資料Ａ）加熱機能付き容器の歴史ダイジェスト、写真版

先鞭は85年発売の「燗番娘」で
缶底をピンで刺す方式だった。容
器供給メーカーは上田石灰。当
社は、構成部品の一部であるＥＯ
Ｅ蓋や、250ｍｌ用の紙缶などを供
給していた。
ラベルの基本デザインは今も不変。

外国では、、、
写真右：1980年代半
ばに商品化されたイギリ
スＨＯＴＣＡＮ社のター
キーカレー。写真左：90
年代半ばに中国で出
回った当社のプッシュ式
加熱機能つき容器の
完全コピー商品。

燗番娘の発売翌年（86年）から89年ころ
に、喜多産業のほか、凸版印刷（左）、オ
ゾ化学（中）、大日本印刷（写真なし）、

大和製罐（右）などが次々参入。 80年代後半から90年代
初頭にかけていろいろな
温まる容器が開発された。
中央は日清食品がテスト
発売した、テルミット反応
で水を沸騰させラーメンを
つくる「スーパーボイル」。
後ろは加熱機能つきシュ
ウマイと弁当箱。
中央右は月桂冠・大和

製罐の冷える機能つき缶。

All pictures herein, taken by Kita Sangyo. 2002/05/13

喜多産業の歴史ダイジェスト：右から、86年の焼酎「アツ子さん」が初めての商品、ポリ蓋に一体化されたピンで刺す方式。日
本盛の「燗一発」、紙缶だった。「熱燗多聞」は凸版印刷向けのOEMでヒートシール蓋。中央3点：ひれ酒に始まって、ホタテ、
えび、松茸、梅割り、番茶割り、などなど様々なリキュールも商品化。87年発売の「ＡＧＦだんだんあつあつコーヒー」はレトルト
済みの缶コーヒーをセットした世界初の加熱機能つきコーヒー。大型の白い容器は、石灰の反応熱を利用した応用商品で
使用済みの注射針を滅菌する商品。99年、イギリスのDIAGIOから引き合いがありＪ＆Ｂホットウィスキーをサンプル出荷。

（附属資料Ｂ：web版では割愛）


